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詠
集
・
夏
夜
・
一
五
○
・
江
楼
夕
望
）
「
葉
声
落
如
雨
月
色
白
似
霜
〈
葉

声
は
落
ち
て
雨
の
如
く
、
月
色
白
く
し
て
霜
に
似
た
り
〉
」
（
秋
夕
）
と
あ

る
よ
う
に
、
月
光
の
明
る
さ
を
霜
の
白
さ
に
た
と
え
る
漢
詩
表
現
は
多
く
、

為
家
七
社
百
首
に
お
け
る
漢
籍
の
影
響

は
じ
め
に

①
夜
半
に
吹
く
川
風
寒
み
置
く
霜
に
光
重
な
る
冬
の
月
影
（
賀
茂
伽
霜
）

と
あ
る
傍
線
部
「
置
く
霜
」
の
白
さ
に
月
光
が
「
重
な
る
」
と
い
う
表
現

に
つ
い
て
、
白
詩
に
「
風
吹
枯
木
晴
天
雨
月
照
平
沙
夏
夜
霜
〈
風
枯
木

を
吹
け
ば
晴
の
天
の
雨
月
平
沙
を
照
ら
せ
ば
夏
の
夜
の
霜
と
（
和
漢
朗

本
稿
で
い
う
漢
籍
の
影
響
と
は
、
明
ら
か
に
出
典
が
わ
か
る
和
歌
だ
け

で
は
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
典
拠
は
な
い
が
漢
籍
の
世
界
で
使
わ
れ
て

い
た
比
愉
表
現
や
発
想
を
和
歌
に
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
い
る
。

例
え
ば
、

「
為
家
七
社
百
首
」
は
、
先
例
の
「
俊
成
五
社
百
首
」
に
な
ら
っ
て
成
立

し
た
も
の
で
、
七
社
（
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
春
日
・
日
吉
・
住
吉
・

北
野
）
へ
の
堀
河
題
に
よ
る
奉
納
百
首
で
あ
る
。
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い

て
は
「
国
文
学
」
第
九
十
八
号
（
拙
稿
「
「
為
家
七
社
百
首
」
の
祈
り
の
系

譜
」
・
二
○
一
四
年
三
月
）
に
お
い
て
述
べ
た
。
今
回
は
、
拙
稿
「
俊
成
五

社
百
首
に
お
け
る
漢
籍
の
影
響
」
（
「
和
歌
文
学
研
究
」
第
百
八
号
．
二
○

（
１
）

一
四
年
六
月
）
と
の
比
較
の
た
め
、
「
為
家
七
社
百
首
」
に
お
け
る
漢
籍
の

影
響
に
つ
い
て
典
拠
や
そ
の
摂
取
方
法
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
、
漢
籍
影
響
歌
の
出
典
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③
き
の
ふ
ま
で
む
す
ぶ
氷
の
石
清
水
け
さ
う
ち
と
け
て
春
風
ぞ
ふ
く

（
石
清
水
２
立
春
）

④
た
ち
か
へ
る
そ
の
神
山
の
春
風
に
御
手
洗
川
は
氷
と
く
ら
し

（
賀
茂
３
立
春
）

そ
れ
を
前
提
と
し
て
和
歌
①
は
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
和
歌
①
は
漢
詩

的
発
想
に
よ
る
表
現
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
い
っ

た
和
歌
を
も
含
め
て
漢
籍
影
響
歌
と
す
る
。

「
為
家
七
社
百
首
」
（
以
下
、
「
七
社
百
首
」
と
す
る
）
に
お
い
て
漢
籍
の

影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
和
歌
は
、
全
体
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

満
た
ず
、
「
俊
成
五
社
百
首
」
よ
り
少
な
い
。
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
「
礼

記
」
「
詩
経
（
毛
詩
）
」
「
文
選
」
「
玉
台
新
詠
」
「
白
氏
文
集
」
「
和
漢
朗
詠

集
」
『
新
撰
朗
詠
集
」
「
世
俗
諺
文
」
「
法
華
経
」
な
ど
で
あ
る
。
原
典
か
ら

直
接
と
い
う
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
中
に
は
注
釈
書
や
類
書
ま
た
は
和
歌
の

伝
統
や
慣
用
句
に
な
っ
て
い
た
も
の
な
ど
か
ら
の
間
接
的
な
摂
取
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
出
典
を
も
と
に
し
て
他
の
歌
人
も
詠
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
も
、
当
時
の
基
本
的
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
摂

取
方
法
と
し
て
は
単
語
レ
ベ
ル
の
摂
取
、
漢
詩
的
な
比
職
表
現
や
発
想
の

摂
取
、
本
説
取
り
な
ど
様
々
で
あ
る
。
次
の
章
段
か
ら
は
そ
れ
ら
を
具
体

的
に
摂
取
方
法
を
確
認
し
て
い
く
。

一
一
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
季
節
表
現

②
水
上
に
氷
と
く
ら
し
五
十
鈴
川
神
代
に
か
へ
る
春
の
初
風

（
伊
勢
１
立
春
）

詠
む
た
め
に
は
、
実
際
の
季
節
に
反
し
た
季
節
の
景
物
や
変
化
を
詠
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
固
定
化
さ
れ
た
季
節
に
対
す
る
観
念
で
詠
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
盤
に
な
る
も
の
と
し
て
「
礼
記
」

月
令
、
『
詩
経
（
毛
詩
）
」
に
お
け
る
季
節
表
現
が
あ
る
。
ま
ず
春
部
に
は
、

撫
鵬
Ｉ

⑦
初
雁
の
山
飛
び
こ
ゆ
る
朝
よ
り
木
木
の
こ
ず
ゑ
ぞ
色
こ
と
に
な
るＩ

⑤
朝
氷
と
け
に
し
ま
ま
に
唐
崎
や
浦
波
か
け
て
か
へ
る
雁
金

（
日
吉
鋤
帰
雁
）

季
節
題
が
主
な
櫛
成
要
素
で
あ
る
堀
河
題
（
春
二
十
首
・
夏
十
五
首
・

秋
二
十
首
・
冬
十
五
首
・
恋
十
首
・
雑
二
十
首
か
ら
な
る
百
題
百
首
）
を
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は
夏
至
が
最
も
日
中
が
長
い
今
礼
記
」
月
令
・
仲
夏
に
「
是
月
也
、
日
長

至
」
と
あ
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
春
日
が
長
い
」
と
す
る
の
か
。

和
歌
に
お
い
て
は
、
「
相
思
は
い
妹
を
や
も
と
な
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
思

ひ
暮
ら
さ
む
」
（
万
葉
集
・
一
九
三
四
）
「
ち
り
ぬ
べ
き
花
見
る
時
は
菅
の

根
の
長
き
春
日
も
短
か
り
け
り
」
（
拾
遺
集
・
春
・
五
七
・
藤
原
清
正
）
な

ど
「
万
葉
集
」
以
降
詠
ま
れ
て
お
り
、
確
か
に
和
歌
の
伝
統
に
根
付
い
た

表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
も
と
は
漢
籍
由
来
の
概
念
と
思
わ
れ
る
。

「
詩
経
（
毛
詩
三
に
「
春
日
遅
遅
、
井
木
萎
萎
」
（
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
出

車
）
「
春
日
遅
遅
、
采
蕊
祁
祁
」
（
畷
風
．
七
月
）
と
あ
り
、
こ
の
表
現
を

受
け
て
多
く
の
詩
人
が
詠
ん
で
お
り
、
「
万
葉
集
」
巻
十
九
・
四
二
九
二
左

註
で
も
触
れ
ら
れ
、
白
詩
に
も
「
春
日
遅
、
日
遅
独
坐
天
難
暮
、
宮
燕
百

騎
愁
厭
聞
」
（
新
楽
府
・
上
陽
白
髪
人
）
「
遅
遅
号
春
日
、
玉
楚
暖
号
温
泉

溢
」
（
新
楽
府
・
騒
宮
高
、
和
漢
朗
詠
集
・
蝉
・
一
九
二
）
「
館
娃
宮
深
春

日
長
烏
鵠
橋
高
秋
夜
涼
〈
館
娃
宮
深
く
し
て
春
日
長
し
烏
鵠
橋
高
く

し
て
秋
夜
涼
し
〉
」
（
送
蘇
州
李
使
君
赴
郡
二
絶
句
）
な
ど
多
い
。

こ
の
よ
う
に
「
礼
記
』
月
令
や
「
詩
経
」
を
踏
ま
え
た
和
歌
は
非
常
に

多
く
、
和
歌
の
伝
統
的
な
考
え
・
当
時
の
固
定
概
念
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
漢
籍
に
由
来
す
る
も
の
と
言
え
る
。
奉
納
和
歌

で
あ
る
「
七
社
百
首
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
奉
納
先
と
ゆ
か

り
の
あ
る
地
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
地
で
滞
り
な
く
季
節
が
循

４１

（
賀
茂
畑
初
雁
）

③
色
か
は
る
木
の
葉
を
見
れ
ば
佐
保
山
の
朝
霧
隠
れ
雁
は
来
に
け
り

（
春
日
鯛
初
雁
）

⑨
神
も
見
よ
涙
は
知
る
や
き
り
ぎ
り
す
苔
の
快
の
露
の
深
さ
を

（
石
清
水
剛
虫
）

⑩
思
ふ
ら
ん
心
ぞ
知
ら
ぬ
き
り
ぎ
り
す
老
の
寝
覚
に
鳴
き
か
は
せ
ど
も

（
春
日
捌
虫
）

’
．

⑪
老
い
ら
く
の
床
の
辺
り
の
き
り
ぎ
り
す
た
れ
か
ま
さ
る
と
な
か
ぬ
ょ

も
な
し

（
北
野
細
虫
）

と
あ
り
、
和
歌
⑦
⑧
は
「
文
選
」
巻
四
十
五
・
漢
武
帝
「
秋
風
辞
」
に
「
秋

風
起
号
白
雲
飛
草
木
黄
落
雁
南
帰
〈
善
日
、
礼
記
日
、
季
秋
之
月
、
草

木
黄
落
、
鴻
雁
来
賓
〉
」
と
あ
る
部
分
の
影
響
に
よ
り
、
紅
葉
と
初
雁
を
組

み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
⑨
～
⑪
は
「
詩
経
（
毛

詩
二
闘
風
・
七
月
に
「
十
月
姥
蝉
、
入
我
床
下
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

る
。

⑫
た
を
や
め
の
柳
の
露
の
玉
か
づ
ら
長
き
日
か
け
て
け
づ
る
春
風

（
伊
勢
釦
柳
）

和
歌
⑫
は
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
摘
句
（
表
１
参
照
）
を
も
と
に
万
葉
語

を
使
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
「
長
き
日
か
け
て
」
と
い
う
部
分
は
「
春

日
が
長
い
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
た
表
現
で
あ
る
。
暦
上
で
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⑰
曇
り
な
き
日
影
に
む
か
ふ
葵
草
か
け
て
天
照
る
世
を
た
の
む
ら
し

（
伊
勢
脇
葵
）

な
ど
、
君
・
臣
・
民
を
意
識
し
た
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
和
歌
⑬
「
春

雨
」
は
、
例
え
ば
「
文
選
』
巻
七
・
楊
子
雲
「
甘
泉
賦
」
に
「
雲
飛
揚
号

雨
涛
浦
、
干
腎
徳
号
麗
万
世
〈
善
日
、
言
恩
沢
之
多
、
若
雲
行
雨
施
、
君

臣
皆
有
聖
徳
、
故
華
麗
至
干
万
世
也
。
〉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
君
徳
を
雨
に

醤
え
る
と
い
う
儒
教
的
思
想
に
よ
っ
た
表
現
で
あ
る
。
和
歌
⑰
「
日
影
に

環
す
る
こ
と
を
示
し
、
儒
教
的
な
概
念
に
お
い
て
季
節
の
循
環
を
支
え
る

神
を
讃
え
る
も
の
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
七
社
百
首
」
所
収
の
「
伊
勢
社
百
首
」
で
は
、
天
皇
家
ゆ
か
り

の
神
・
皇
祖
神
へ
の
奉
納
と
い
う
意
識
が
強
く
、

⑭
苗
代
の
山
田
の
民
の
苦
し
さ
を
か
へ
す
が
へ
す
も
君
は
育
め

（
伊
勢
卵
苗
代
）

⑮
い
に
し
へ
を
思
ふ
に
つ
け
て
藤
の
花
心
に
か
け
て
恵
み
を
ぞ
ま
つ

（
伊
勢
伽
藤
）

⑯
い
か
ば
か
り
神
の
た
め
に
と
早
苗
と
る
民
の
力
を
あ
は
れ
と
か
見
る

（
伊
勢
加
早
苗
）

⑬
世
を
め
ぐ
み
民
は
ぐ
く
む
う
る
ひ
と
て
山
田
の
原
は
春
雨
ぞ
降
る

（
伊
勢
Ⅶ
春
雨
）

三
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
の
摘
句
の
摂
取
方
法

向
か
ふ
葵
草
」
は
唐
葵
の
こ
と
で
、
「
傾
心
比
葵
稜
朝
夕
奉
尭
畷
〈
心
を

次
頁
の
表
１
に
示
し
た
と
お
り
『
七
社
百
首
」
に
は
「
和
漢
朗
詠
集
」

を
典
拠
と
す
る
和
歌
が
存
在
す
る
。
「
七
社
百
首
」
の
漢
籍
影
響
歌
に
お
け

る
出
典
に
つ
い
て
は
、
「
俊
成
五
社
百
首
」
の
場
合
と
同
様
に
、
「
和
漢
朗

傾
け
て
葵
麓
に
比
し
朝
夕
に
尭
曜
を
奉
ら
む
〉
」
（
李
嬬
百
二
十
詠
・
日
）

と
あ
る
よ
う
に
、
君
主
の
徳
に
心
を
傾
け
る
臣
下
の
職
え
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。

以
上
見
て
き
た
和
歌
は
、
「
詠
歌
一
体
」
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
地
歌
」
に

当
た
る
と
思
わ
れ
、
地
の
文
の
よ
う
な
目
立
た
な
い
和
歌
で
あ
り
、
パ
タ

ー
ン
化
さ
れ
た
表
現
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
新
鮮
み
に
欠
け
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
奉
納
百
首
に
お
い
て
神
社
ゆ

か
り
の
歌
枕
と
滞
り
の
な
い
季
節
の
循
環
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
儒

教
的
概
念
を
基
に
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
神
を
讃
え
る
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
俊
成
五
社
百
首
」
よ
り
も
神
社
ゆ
か
り
の
歌
枕
を
多

用
す
る
「
為
家
七
社
百
首
」
で
は
、
い
っ
そ
う
そ
う
い
っ
た
性
格
が
強
い

と
言
え
る
。
そ
の
上
、
「
七
社
百
首
」
所
収
の
「
伊
勢
社
百
首
」
で
は
皇
祖

神
へ
の
奉
納
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
結
果
、
君
徳
を
求
め
る
儒

教
的
な
表
現
が
他
の
百
首
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。



表
１
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
摘
句
を
典
拠
と
す
る
和
歌

（
算
用
数
字
は
新
絹
国
歌
大
観
番
号
、
＊
は
『
藤
原
為
家
研
究
』
に
指
摘
が
あ
る
も
の
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あ
る
も
の
と
掲
げ
尽
く
す
ぞ
あ
は
れ
な
る
風
の
前
な
る
窓
の
灯
火
（
賀
肺
無
常
）

和
歌
の
浦
の
蔵
辺
の
た
づ
の
夜
の
声
聞
こ
え
上
げ
て
も
跡
を
た
が
ふ
な
（
伊
顕
鶴
）

子
を
恩
ふ
心
は
知
る
や
つ
た
へ
き
て
世
々
に
か
さ
な
る
鶴
の
毛
衣
（
石
細
餌
）

暁
の
老
の
眠
り
よ
い
か
に
し
て
こ
の
た
び
夢
を
覚
ま
し
果
て
ま
し
（
伊
細
暁
）

…
…
…
１
１

霜
雪
に
遠
き
み
ぎ
は
は
埋
も
れ
て
氷
の
下
に
よ
す
る
細
波
（
日
卿
氷
）

浦
波
の
か
よ
は
ぬ
ほ
ど
や
こ
ほ
る
ら
ん
松
風
寒
き
住
吉
の
池
（
住
抑
氷
）

松
な
ら
ぬ
よ
そ
の
も
み
ぢ
も
一
夜
に
ぞ
北
野
の
杜
は
色
づ
き
に
け
る
（
北
捌
紅
葉
）

宮
人
の
あ
か
月
起
き
の
露
の
川
に
あ
し
た
を
飾
る
朝
顔
の
花

た
を
や
め
の
飾
る
朝
の
よ
そ
ほ
ひ

（
北
緬
樋
）

に
ま
づ
あ
け
て
け
る
玉
櫛
笥
か
な
（
賀
細
暁
）

ｌ…
…
Ｊ
…
Ｉ

（
賀
錨
旅
恋
）

お
の
づ

、力

ら
一
日
を
お
の

が

盛
り
と
や
陰
に
隠
れ
て
残
る
朝
顔

（
石
測
機
）

吹
き
し
を
る
嵐
に
く
だ
く
紫
の
色
む
つ
ま
じ
き
膿
袴
か
な
（
住
酬
藤
袴
）

朝
ぼ
ら
け
池
の
蓮
や
咲
き
ぬ
ら
ん
小
熊
の
間
通
る
風
に
ほ
ふ
な
り
（
日
”
蓮
）

け
ふ
は
又
い
づ
く
の
関
に
尋
い
と
も
し
ば
し
止
ま
る
春
は
あ
ら
じ
を
（
北
川
三
月
尽
）

立
ち
返
り
と
ま
ら
む
も
の
か
行
く
券
の
や
や
離
れ
か
か
る
藤
の
下
陰
（
石
踊
三
月
尽
）

＊
裳
か
か
る
朝
日
の
影
は
は
れ
や
ら
で
な
ほ
窓
賠
き
春
雨
の
戒
（
賀
ね
券
雨
）

＊
片
岡
の
朝
の
原
の
雪
間
よ
り
も
の
う
く
も
ゆ
る
春
の
早
蕨
（
伊
釘
早
蕨
）

た
を
や
め
の
柳
の
露
の
玉
か
づ
ら
長
き
日
か
け
て
け
づ
る
群
風
（
伊
印
柳
）

為
家
七
社
百
首

夕
殿
蛍
飛
思
梢
然
秋
灯
挑
尽
未
成
眠
（
恋
池
長
恨
歌
白
）

第
三
第
四
絃
冷
々
夜
鶴
憶
子
徳
中
嶋
（
管
絃
付
鱒
妓
佃
五
絃
弾
白
）

ｌ
…
…
：
…
…

老
眠
早
覚
常
残
夜

病
力
先
衰
不
侍
年
（
老
人
池
白
）

氷
封
水
面
聞
無
浪
雪
点
林
頭
見
有
花
（
氷
付
稀
氷
捌
菅
）

三
秋
岸
雪
花
初
白
一
夜
林
輔
葉
尽
紅
（
濡
郷
温
庭
簿
）

１
１
‐

…
瀧
嬢
…
”
…
…
制
…

松
樹
千
年
終
是
朽
桃
花
一
日
自
為
栄
（
撞
馴
放
言
詩
白
）

‐
Ｉ

間
菰
苑
嵐
拙
紫
後
蓬
莱
洞
月
照
輪
中
（
菊
加
苛
一
一
一
品
）

葉
展
影
翻
当
剛
月
花
開
香
散
入
簾
風
（
蓮
恥
白
）

訓
割
利
馴
剛
蜘
副
花
落
随
風
鳥
入
雲
（
三
月
尽
弱
尊
敬
）

側
恨
券
帰
制
不
得
紫
膜
花
下
漸
競
併
（
三
月
尽
盟
白
）

＊
斜
脚
暖
風
先
扇
処
暗
諏
朝
日
未
哨
程
（
雨
別
保
胤
）

ｌ

＊
歌
歌
残
灯
背
壁
影
燕
爾
暗
雨
打
窓
声
（
秋
夜
鋼
上
陽
人
白
）

ｌ
＊
紫
塵
徽
蕨
人
拳
手
碧
玉
寒
麓
錐
脱
嚢
（
早
春
廻
小
野
璽
）

気
舞
風
楠
新
柳
髪
氷
消
浪
洗
旧
苔
調
（
早
春
過
都
）

出
典
（
和
漢
朗
詠
集
）



夜
林
霜
葉
尽
紅
〈
三
秋
の
岸
の
雪
は
花
初
め
て
白
し
一
夜
の
林
の
霜
は

葉
尽
く
紅
な
り
〉
」
（
和
漢
朗
詠
集
・
霜
・
三
六
八
・
温
庭
錨
）
と
あ
る
表

現
を
媒
介
と
し
て
、
北
野
の
杜
に
あ
る
紅
葉
も
一
夜
に
し
て
色
付
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

は
ち
す
こ
す
主

⑲
朝
ぼ
ら
け
池
の
蓮
や
咲
き
ぬ
ら
ん
小
熊
の
間
通
る
風
に
ほ
ふ
な
り

（
日
吉
”
蓮
）

こ
れ
は
「
葉
展
影
翻
当
剛
月
花
開
香
散
入
簾
風
〈
葉
展
び
て
影
翻
る

殉
に
当
た
る
月
花
開
き
て
は
香
散
ず
簾
に
入
る
風
〉
」
（
和
漢
朗
詠
集
・

蓮
・
一
七
六
・
白
、
千
戦
佳
句
・
草
木
部
・
蓮
、
白
氏
文
集
・
階
下
蓮
）

に
拠
っ
て
い
る
。
詩
句
の
下
の
句
を
「
小
簾
の
間
通
る
風
に
ほ
ふ
な
り
」

と
表
し
て
、
そ
の
香
り
に
よ
り
「
蓮
や
咲
き
ぬ
ら
ん
」
と
今
気
づ
い
た
と

す
る
。
和
歌
⑲
は
、
お
そ
ら
く
同
じ
摘
句
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
俊
成
の
和
歌
「
蓮
咲
く
池
の
夕
風
に
ほ
ふ
な
り
浮
き
葉
の
露
は
か
つ

こ
ぼ
れ
つ
つ
」
（
俊
成
五
社
百
首
・
春
日
社
・
蓮
・
二
三
二
）
を
も
意
識
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
和
歌
⑲
「
小
簾
の
間
通
る
」
と

い
う
表
現
は
い
わ
ゆ
る
万
葉
語
で
あ
り
、
「
玉
垂
れ
の
小
簾
の
間
通
し
独
り

ゐ
て
見
る
し
る
し
な
き
夕
月
夜
か
も
」
（
万
葉
集
・
一
○
七
三
、
古
今
六

帖
・
三
五
六
）
と
い
う
万
葉
歌
に
拠
る
表
現
で
あ
る
が
、
歌
意
と
は
直
接

関
係
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
万
葉
語
を
使
用
し
て
漢
詩
句
の
内
容
を
表
現

す
る
と
い
う
方
法
は
、
基
俊
（
堀
河
百
首
・
一
五
九
六
）
や
俊
成
（
五
社

4４

詠
集
」
が
一
番
多
い
。
そ
れ
は
、
堀
河
題
と
い
う
題
自
体
が
「
和
漢
朗
詠

集
」
の
影
響
も
あ
り
、
堀
河
題
と
同
題
で
集
め
ら
れ
た
詩
句
や
和
歌
を
検

索
し
や
す
い
と
い
う
点
や
、
歌
人
の
必
読
書
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
点

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
摂
取
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
語
棄
レ
ベ
ル

の
摂
取
か
ら
、
上
下
句
の
ど
ち
ら
か
を
句
題
に
し
て
詠
ん
だ
も
の
、
摘
句

全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
も
の
、
二
種
類
の
詩
句
を
利
用
し
た
も

の
ま
で
、
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑱
松
な
ら
ぬ
よ
そ
の
紅
葉
も
一
夜
に
ぞ
北
野
の
杜
は
色
づ
き
に
け
る

（
北
野
郷
紅
葉
）

和
歌
⑱
「
松
な
ら
ぬ
」
と
あ
る
の
は
、
「
八
雲
御
抄
」
第
三
枝
葉
部
・
木

部
・
松
に
「
お
い
北
野
。
一
夜
同
。
」
と
あ
る
北
野
社
ゆ
か
り
の
「
一
夜

（
２
）

松
」
を
想
定
し
た
表
現
で
あ
る
。
一
夜
松
に
つ
い
て
は
、
「
扶
桑
略
記
』
天

暦
九
年
三
月
十
二
日
「
天
満
天
神
託
宣
記
」
に
「
近
江
国
比
良
宮
に
し
て

禰
宜
神
良
種
が
男
太
郎
丸
、
年
七
歳
な
る
童
に
託
て
宣
く
ｌ
略
Ｉ
右
近

の
馬
庭
こ
そ
興
宴
の
地
な
れ
。
我
彼
の
馬
庭
の
辺
に
移
居
む
。
但
至
ら
む

（
３
）

所
に
は
松
生
ず
べ
し
」
と
あ
り
、
「
北
野
天
神
縁
起
（
建
久
本
）
」
に
は
「
一

夜
の
中
に
ぞ
数
十
本
の
松
は
生
出
て
、
た
ち
ま
ち
に
数
歩
の
林
と
ぞ
な
り

に
け
る
。
神
雲
眼
に
み
え
て
万
人
の
植
え
た
る
が
ご
と
く
な
り
」
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
和
歌
⑱
は
、
北
野
社
ゆ
か
り
の
「
一
夜
」
に
生
え
た
と
い
う

松
に
対
し
、
同
じ
「
一
夜
」
が
使
用
さ
れ
た
詩
句
「
三
秋
岸
雪
花
初
白
一



百
首
・
八
）
坐

の
で
あ
ろ
う
。

な
ど
に
も
見
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
学
び
取
っ
た

前
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
」
を
典
拠
と
す
る
和
歌
の

中
で
は
、
白
居
易
の
詩
句
が
多
く
摂
取
さ
れ
て
い
る
（
表
１
参
照
）
。
い
ず

れ
も
為
家
よ
り
以
前
や
同
時
代
の
歌
人
に
も
摂
取
さ
れ
て
い
る
詩
句
で
あ

り
、
時
代
の
傾
向
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
七
社
百
首
」
に
は
「
和
漢
朗
詠

集
」
に
取
ら
れ
て
い
な
い
白
詩
を
本
説
に
し
た
和
歌
も
存
在
す
る
。

⑳
江
に
浸
す
半
ば
の
月
に
声
す
み
て
荻
吹
く
風
の
秋
ぞ
悲
し
き

（
住
吉
剛
荻
）

こ
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
恒
雄
氏
が
「
藤
原
為
家
研
究
」
（
笠
間
書

院
・
二
○
○
八
）
に
お
い
て
白
詩
「
琵
琶
引
」
の
世
界
を
詠
じ
た
も
の
と

指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
白
詩
の
世
界
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
、

難
Ｉ

⑳
山
賎
の
急
ぐ
炭
龍
年
を
へ
て
寒
き
や
お
の
が
衣
な
る
ら
ん

（
北
野
柵
炭
竃
）

と
あ
る
和
歌
は
、
新
楽
府
「
売
炭
翁
」
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
「
売
炭
翁
」

は
、
炭
が
よ
く
売
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
貧
し
い
身
に
つ
ら
い
冬
の
到

来
を
待
ち
わ
び
な
が
ら
炭
を
焼
く
も
、
安
い
値
で
役
人
に
持
っ
て
い
か
れ

て
し
ま
う
と
い
う
翁
の
苦
難
が
詠
ま
れ
た
調
刺
詩
で
あ
る
。
和
歌
⑳
は
「
可

憐
身
上
衣
正
単
、
心
憂
炭
賎
願
天
寒
〈
憐
む
く
し
身
上
衣
正
に
単
な
り
、

四
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
以
外
の
漢
籍
の
影
響

4５

⑳
立
ち
返
り
と
ま
ら
む
も
の
か
行
く
春
の
や
や
暮
れ
か
か
る
藤
の
下
陰

（
石
清
水
脳
三
月
尽
）

和
歌
⑳
は
「
偶
帳
春
帰
留
不
得
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
〈
凋
帳
す
春
帰
り

て
留
む
れ
ど
も
得
ざ
る
こ
と
を
紫
藤
の
花
下
漸
く
黄
昏
た
り
〉
」
（
和
漢

朗
詠
集
．
三
月
尽
・
五
二
・
白
）
に
拠
っ
て
い
る
。
ま
た
為
家
は
以
前
に

も
こ
の
句
を
も
と
に
「
を
し
め
ど
も
け
ふ
や
限
り
の
春
の
日
も
な
ほ
暮
れ

か
か
る
藤
の
下
陰
」
（
為
家
千
首
・
一
九
三
）
と
詠
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
の

為
家
の
和
歌
も
、
摘
句
の
「
紫
藤
花
下
」
と
い
う
部
分
を
「
藤
の
下
陰
」

と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
「
春
も
を
し
花
を
し
る
べ
に
宿
か
ら

ん
ゆ
か
り
の
色
の
藤
の
下
陰
」
（
正
治
初
度
百
首
・
一
三
二
二
・
定
家
、
拾

遺
愚
草
．
九
一
九
）
と
い
う
定
家
の
和
歌
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
定
家
の
特
徴
あ
る
表
現
を
万
葉
語
の
よ
う
に
詠
み
入
れ
る
方

法
、
つ
ま
り
（
定
家
の
表
現
に
限
ら
ず
）
内
容
ま
で
摂
取
す
る
本
歌
取
り

で
は
な
く
一
句
程
度
の
特
徴
あ
る
部
分
だ
け
を
使
用
す
る
と
い
う
方
法
は
、

「
主
あ
る
詞
」
（
詠
歌
一
体
）
に
当
た
り
そ
う
で
あ
る
が
、
「
七
社
百
首
」
に

お
い
て
多
い
詠
法
で
あ
る
。



炭
翁
」
の
「
身
上
衣
正
に
単
な
り
」
「
暁
に
炭
車
を
駕
し
て
氷
轍
を
鞭
ら
し

む
」
な
ど
の
表
現
に
注
目
し
た
和
歌
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
為
家
に

関
し
て
言
え
ば
、
和
歌
②
「
し
づ
の
麻
衣
」
、
和
歌
⑳
「
お
の
が
衣
」
と
あ

っ
て
「
衣
」
に
注
目
し
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
和
歌
⑳
に
は

「
急
ぐ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
定
家
詠
の
和
歌
①
を
意
識
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
と
は
ず
が
た
り
」
巻
一
に
は
、
後
深
草
院

が
妹
の
前
斎
宮
と
の
宴
席
で
今
様
を
歌
う
場
面
（
文
永
十
一
年
十
一
月
、

「
増
鏡
」
第
十
一
・
草
枕
に
も
掲
赦
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
歌
わ
れ
た
の
が
、

「
売
炭
の
翁
は
あ
は
れ
な
り
、
お
の
れ
が
衣
は
薄
け
れ
ど
、
薪
を
と
り
て
冬

を
待
っ
こ
そ
悲
し
け
れ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
二
七
四
年
以
前
に
は
「
売

炭
翁
」
が
今
様
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
様
の

「
お
の
れ
が
衣
」
と
為
家
の
和
歌
⑳
「
お
の
が
衣
」
と
い
う
表
現
の
近
さ
が

う
か
が
わ
れ
る
。
一
二
六
一
年
成
立
の
「
七
社
百
首
」
に
は
催
馬
楽
（
東

（
４
）

屋
・
河
口
・
蓬
田
・
田
中
の
井
戸
）
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
和
歌
も
あ
り
、

今
様
の
表
現
を
和
歌
に
取
り
入
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
ほ

⑳
霜
が
れ
の
み
づ
野
の
草
や
萌
え
ぬ
ら
ん
風
に
噺
ゆ
る
春
駒
の
声

（
伊
勢
犯
春
駒
）

⑳
吹
く
方
や
北
野
の
野
辺
の
草
若
み
風
に
噺
ゅ
る
春
駒
の
声

（
北
野
拠
春
駒
）

和
歌
⑳
⑳
の
傍
線
部
「
風
に
噺
ゅ
る
春
駒
の
声
」
に
つ
い
て
、
和
歌
の

4６

心
炭
の
賎
き
を
憂
へ
天
の
寒
か
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
〉
」
（
売
炭
翁
）
の
あ
た
り

を
意
識
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
他
に
こ
の
和
歌
以
前
に
「
売
炭
翁
」
を
詠

ん
だ
和
歌
と
し
て
、

’

＠
深
山
木
を
朝
な
夕
な
こ
り
つ
め
て
寒
さ
を
こ
ふ
る
小
野
の
炭
焼
き

（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
一
四
四
・
曽
祢
好
忠
）

⑤
小
野
山
を
き
り
に
き
り
つ
つ
し
づ
の
を
が
世
に
剥
制
刺
割
訓
を
ぞ

す
る

（
久
安
百
首
・
一
二
五
二
・
待
賢
門
院
安
芸
）

＠
都
に
は
惜
し
み
し
も
の
を
初
雪
の
消
え
ぬ
を
い
と
ふ
小
野
の
里
人

（
林
下
集
・
一
七
五
）

⑥
炭
竃
に
寒
さ
を
こ
ふ
る
人
ま
で
や
秋
の
別
れ
を
思
ひ
わ
ぶ
ら
む

（
寂
蓮
結
題
百
首
・
五
五
）

、
し
づ
の
を
が
お
の
が
わ
た
ら
ひ
い
と
な
み
て
炭
積
み
車
ゅ
き
き
す

る
な
り
（
正
治
初
度
百
首
・
一
七
七
二
・
生
蓮
）

Ｉ
ｌ

①
身
を
し
を
る
炭
の
安
き
を
愁
へ
に
て
氷
を
急
ぐ
麻
の
衣
手

（
拾
遺
愚
草
．
一
三
六
五
）

③
奥
山
に
炭
焼
く
し
づ
の
麻
衣
さ
え
ゆ
く
霜
を
い
と
ひ
や
は
す
る

（
為
家
千
首
・
五
八
九
）

な
ど
が
あ
る
が
、
「
心
炭
の
賎
き
を
憂
へ
天
の
寒
か
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
」
（
売

炭
翁
）
の
部
分
に
注
目
し
た
和
歌
③
の
影
響
に
よ
り
「
寒
さ
を
こ
ふ
る
（
願

天
寒
）
」
と
い
う
内
容
を
和
歌
に
詠
み
入
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
後
に
は
「
売



（
石
清
水
剛
夢
）

⑳
入
ご
と
の
五
つ
の
教
へ
絶
え
は
て
ば
神
も
仏
も
な
に
を
ま
も
ら
ん

（
石
清
水
剛
述
懐
）

和
歌
⑮
「
う
し
ほ
の
声
」
は
「
法
華
経
」
観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
「
海

潮
音
」
、
和
歌
⑳
「
五
つ
の
教
え
」
は
「
五
教
」
と
い
う
仏
教
用
語
を
訓
読

し
た
表
現
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
和
歌
に
お
い
て
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な

い
の
で
為
家
独
自
の
表
現
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
⑳
⑳
は
と
も
に
「
石

清
水
百
首
」
の
和
歌
で
あ
り
、
石
清
水
の
祭
神
が
「
八
幡
大
菩
薩
」
と
も

称
さ
れ
仏
教
と
の
つ
な
が
り
は
強
い
こ
と
に
よ
り
詠
ま
れ
た
表
現
と
言
え

る
。
し
か
し
、
仏
教
用
語
の
摂
取
は
「
石
清
水
百
首
」
に
限
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
堀
河
題
か
ら
触
発
さ
れ
て
摂
取
し
た
場
合
も
あ
る
。
次
の
和
歌

⑳
が
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
。

⑳
あ
る
も
の
と
か
か
げ
つ
く
す
ぞ
あ
は
れ
な
る
風
の
前
な
る
窓
の
灯
火

（
賀
茂
肺
無
常
）

こ
の
「
か
か
げ
つ
く
す
」
に
つ
い
て
は
「
夕
殿
蛍
飛
思
梢
然
秋
灯
挑

尽
未
成
眠
〈
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
思
ひ
梢
然
た
り
秋
の
灯
挑
げ
尽
し
て
未

だ
眠
る
こ
と
能
は
ず
〉
」
（
和
漢
朗
詠
集
・
恋
・
七
八
二
・
長
恨
歌
・
白
）
、

「
窓
の
灯
火
」
に
つ
い
て
は
「
五
声
宮
漏
初
明
後
一
点
窓
灯
欲
滅
時
〈
五

声
の
宮
漏
の
初
め
て
明
け
て
後
一
点
の
窓
の
灯
の
減
え
な
む
と
す
る
時
と

（
和
漢
朗
詠
集
・
暁
・
四
一
九
・
白
）
「
消
残
御
雪
心
猶
誤
挑
尽
窓
灯
眼

4７

世
界
で
「
噺
ゆ
る
」
と
い
う
表
現
が
詠
ま
た
例
は
「
堀
河
百
首
」
な
ど
に

存
在
す
る
が
、
「
風
に
（
よ
っ
て
）
噺
ゆ
る
」
と
い
う
表
現
は
為
家
よ
り
以

前
の
例
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
白
詩
に
は
「
展
鶏
再
鳴
残
月
没
、
征
馬
噺

風
行
人
出
」
（
生
離
別
）
「
窪
騒
避
路
立
、
肥
馬
当
風
噺
」
（
傷
友
）
な
ど
が

あ
り
、
「
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
に
「
風
に
当
た
り
て
は
噺
え
ぬ
く
け
れ
ば
な

む
」
と
あ
る
の
は
白
詩
（
傷
友
）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、

和
歌
⑳
に
お
い
て
「
吹
く
方
や
北
野
の
野
辺
」
と
あ
る
の
で
「
北
風
に
よ

っ
て
噺
く
春
駒
の
声
」
と
い
う
意
味
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
典
拠
は
白

詩
で
は
な
く
、
「
玉
台
新
詠
」
枚
乗
の
「
雑
詩
九
首
」
の
三
首
目
「
胡
馬
噺

刈
刷
、
越
鳥
巣
南
枝
〈
胡
馬
は
北
風
に
噺
き
、
越
鳥
は
南
枝
に
巣
ふ
こ
の

表
現
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
枚
乗
の
詩
は
「
文
選
」
巻
二

十
九
・
雑
詩
上
に
作
者
不
明
「
古
詩
十
九
首
」
の
一
首
目
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
該
当
部
分
が
「
胡
馬
側
北
風
〈
胡
馬
は
北
風
に
依
り
こ
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
為
家
が
依
拠
し
た
の
は
「
玉
台
新
詠
」
の
ほ
う
の
本
文
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
万
葉
集
」
巻
十
八
・
四
一
三
二
の
題
詞
に

「
身
異
一
一
胡
馬
一
心
悲
二
北
風
一
」
（
更
来
贈
歌
二
首
・
大
伴
池
主
）
、
「
本
朝
文

粋
」
巻
十
三
に
「
胡
馬
非
北
風
不
噺
、
越
鳥
非
南
枝
不
巣
」
（
斎
然
上
人
入

唐
時
為
母
修
善
願
文
・
慶
滋
保
胤
）
と
あ
り
、
早
い
段
階
か
ら
知
ら
れ
て

い
た
詩
句
で
あ
る
。

⑳
頼
む
ぞ
よ
う
し
ほ
の
声
を
き
く
夢
も
も
と
の
誓
ひ
に
思
ひ
あ
は
せ
て



（
北
野
棚
千
鳥
）

⑳
池
水
の
薄
き
氷
を
ふ
む
鴨
の
下
の
心
も
い
か
が
苦
し
き
（
北
野
州
氷
）

い
ず
れ
の
和
歌
に
も
「
世
俗
諺
文
」
に
挙
げ
ら
れ
る
漢
籍
表
現
に
基
づ

い
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
定
着
も
し
く
は
知
っ
て
お
く
べ

き
漢
籍
表
現
で
あ
っ
た
も
の
が
和
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

ま
ず
和
歌
⑳
⑳
は
、
「
世
俗
諺
文
」
に
「
鳥
迩
」
と
あ
る
も
の
で
、
「
蒼
額

制
字
」
（
蒙
求
）
な
ど
に
も
挙
げ
ら
れ
る
説
話
ｌ
蒼
額
が
鳥
の
足
跡
か
ら

文
字
を
発
明
し
た
と
い
う
故
事
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
「
鳥
の
跡

久
し
く
と
ど
ま
れ
ら
ば
、
歌
の
さ
ま
を
も
知
り
」
（
古
今
集
・
仮
名
序
）
「
遠

く
唐
の
文
の
道
を
尋
ぬ
れ
ば
、
浜
千
鳥
跡
あ
り
と
い
へ
ど
も
」
（
新
古
今

集
・
仮
名
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
勅
撰
集
の
仮
名
序
で
使
用
さ
れ
、
和
歌

に
お
い
て
も
筆
跡
・
和
歌
な
ど
を
表
す
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
鳥
の
跡
」
と
い
う
漢
籍
由
来
の
表
現
が
勅
撰
集
の
仮
名
序
に
も
使
用
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
為
家
に
と
っ
て
は
和
歌
や
歌
道
家
と
強
く
結
び
つ
い
た

表
現
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
⑳
「
薄
き
氷
を
ふ
む
」
に
つ
い
て
、

「
世
俗
諺
文
」
に
「
履
薄
氷
」
と
挙
げ
ら
れ
、
「
詩
経
（
毛
詩
）
」
小
雅
・
節

南
山
之
什
・
小
異
「
戦
戦
競
競
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
〈
戦
戦
競
就
と

し
て
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
氷
を
履
む
が
如
し
〉
」
に
拠
る
表
現
で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
以
外
に
も
様
々
な
漢
籍
の
影
響
が
見

4８

更
嫌
〈
消
え
残
る
殉
の
雪
に
心
は
猶
誤
つ
挑
げ
尽
く
す
窓
の
灯
に
眼
は

更
に
嫌
ふ
〉
」
（
菅
家
文
草
・
山
陰
亭
冬
夜
待
月
）
な
ど
あ
る
よ
う
に
、
詩

語
を
訓
読
し
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
「
風
の
前
な
る
（
灯
火
）
」
に
つ
い

て
は
、
経
典
に
「
風
中
然
燈
」
（
大
智
度
論
・
巻
二
十
六
）
「
風
中
灯
」
（
大

智
度
論
・
巻
三
十
七
）
「
風
灯
」
（
摩
詞
止
観
）
「
風
燭
」
（
大
唐
西
域
記
）

な
ど
時
に
は
略
さ
れ
、
白
詩
に
は
「
況
吾
行
欲
老
、
瞥
若
風
前
燭
〈
況
ん

や
吾
行
く
老
い
ん
と
欲
す
、
瞥
と
し
て
風
前
の
燭
の
若
し
と
（
帰
田
三
首
・

白
居
易
）
、
本
朝
に
も
．
生
是
風
前
之
燭
万
事
皆
春
夜
之
夢
〈
一
生
は

是
れ
風
前
の
燭
、
万
事
は
皆
春
夜
の
夢
〉
」
（
永
観
・
往
生
講
式
）
な
ど
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
散
り
乱
れ
る
様
子
や
惨
さ
を
表
す
比
愉
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
和
歌
で
は
「
い
と
へ
ど
も
消
え
ぬ
身
ぞ
う
き
う
ら
や
ま
し
風

の
前
な
る
宵
の
灯
火
」
（
和
泉
式
部
続
集
・
一
三
四
）
「
夢
覚
め
て
み
る
も

は
か
な
し
山
里
の
風
の
前
な
る
灯
の
影
」
（
壬
二
集
・
一
六
三
○
・
九
条
前

内
大
臣
家
百
首
）
な
ど
が
あ
り
、
為
家
は
参
考
に
し
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
が
、
和
歌
⑳
は
「
無
常
」
と
い
う
仏
教
思
想
に
基
づ
く
題
で
あ
る
た
め
、

仏
典
な
ど
で
命
の
惨
さ
を
表
す
代
表
的
な
比
愉
表
現
を
意
図
的
に
用
い
た

と
思
わ
れ
る
。

よ
よ
ｌ

⑳
住
み
慣
れ
て
代
々
の
跡
ふ
む
和
歌
の
浦
に
あ
ら
ぬ
声
す
る
さ
よ
千
鳥

か
な

（
住
吉
柵
千
鳥
）

⑳
浜
千
鳥
跡
あ
る
か
た
は
さ
り
と
も
と
頼
む
を
神
も
あ
は
れ
と
は
見
よ



句
を
句
題
と
し
て
詠
ん
だ
源
光
行
の
和
歌
に
、
「
山
城
の
淀
野
の
菖
蒲
お
ひ

に
け
り
鳥
羽
田
の
早
苗
今
や
と
る
ら
ん
」
（
百
詠
和
歌
・
二
九
、
東
撰
六

帖
・
一
三
一
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
光
行
の
和
歌
で
は
、
「
李
峨
百
二
十
詠
」

の
詩
や
註
の
示
す
「
菖
葉
が
生
じ
る
と
耕
種
す
る
」
と
い
う
考
え
に
則
っ

て
、
「
山
城
の
淀
野
」
の
「
菖
蒲
」
は
葉
が
繁
っ
て
お
り
鳥
羽
田
の
「
早

苗
」
は
今
や
取
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
や
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
為
家
の
和
歌
⑳
⑫
は
、
こ
の
光
行
の
和
歌
を
媒
介
に
し
て
、

「
山
城
の
淀
野
」
で
「
五
月
」
と
い
う
同
時
期
に
「
菖
蒲
」
を
引
き
「
早

苗
」
を
取
る
と
い
う
こ
と
を
、
「
菖
蒲
」
「
早
苗
」
と
い
う
隣
り
合
わ
せ
の

題
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑬
う
た
た
れ
の
夢
か
と
ば
か
り
た
ど
ら
れ
て
う
つ
っ
と
も
な
く
あ
ひ
み

前
章
ま
で
は
一
首
ご
と
に
漢
籍
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
和
歌
を
確

認
し
て
き
た
が
、
こ
の
章
で
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
摂
取
方
法
の
和
歌

を
見
て
い
く
。
そ
れ
は
、
堀
河
題
の
前
後
二
首
に
渡
っ
て
一
つ
の
漢
籍
文

を
摂
取
し
た
も
の
、
つ
ま
り
連
続
す
る
二
首
で
一
つ
の
漢
籍
の
世
界
を
表

現
し
よ
う
と
試
み
た
和
歌
で
あ
る
。

ら
れ
る
。
そ
の
摂
取
方
法
も
、
和
歌
全
体
を
訓
読
表
現
で
ま
と
め
よ
う
と

し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
単
語
レ
ベ
ル
の
摂
取
の
み
と
い
う
も
の
ま
で
、
実

に
様
々
で
あ
る
。

⑳
山
城
の
淀
野
の
菖
蒲
五
月
き
て
時
に
あ
ふ
や
と
人
も
ひ
か
な
ん

（
石
清
水
剛
菖
蒲
）

菖
者
、
草
之
先
者
也
。
於
是
始
耕
。
高
誘
日
、
菖
、
菖
蒲
、
水
草
也
〉
」
と

あ
る
「
杏
の
花
や
菖
蒲
の
葉
が
生
じ
る
頃
に
田
を
耕
し
苗
を
収
穫
す
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
「
李
矯
百
二
十
詠
」
「
田
」

に
も
「
杏
花
開
鳳
診
、
菖
葉
布
龍
鱗
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
前
掲
の
「
文

選
」
の
詩
文
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
李
矯
百
二
十
詠
」
の
下
の

五
、
特
殊
な
摂
取
方
法

王
融
「
永
明
九
年
策
秀
才
文
五
首
」
に
「
将
使
杏
花
菖
葉
耕
穫
不
葱
〈
氾

勝
之
書
日
、
杏
始
華
栄
、
諏
耕
軽
土
、
弱
土
、
望
杏
花
落
、
復
耕
之
、
執

蘭
之
、
此
謂
一
耕
而
五
穫
・
呂
氏
春
秋
日
、
冬
至
五
旬
七
日
、
菖
始
生
。

⑫
到
馴
と
や
潟
の
沢
水
せ
き
か
け
て
常
よ
り
こ
と
に
早
苗
と
る
ら
ん

（
石
清
水
、
早
苗
）

和
歌
②
⑫
は
、
「
石
清
水
百
首
」
の
「
菖
蒲
」
「
早
苗
」
と
い
う
堀
河
題

の
歌
順
で
は
連
続
す
る
位
置
に
あ
る
和
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
石

清
水
八
幡
宮
ゆ
か
り
の
山
城
の
「
淀
野
」
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
し
か
も

「
五
月
」
と
い
う
月
も
共
通
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
二
首
を
並
立
さ

せ
る
こ
と
で
、
同
じ
場
所
、
同
じ
時
期
に
菖
蒲
（
端
午
）
と
農
耕
（
稲
作
）

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
文
選
」
巻
三
十
六
・

4９



め
て
か
」
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
五
・
読
人
不
知
、
伊
勢
物
語
・
六
十
九

段
）
及
び
「
君
や
こ
む
我
や
ゆ
か
む
の
い
さ
よ
ひ
に
槙
の
板
戸
も
さ
さ
ず

寝
に
け
り
」
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
○
・
読
人
不
知
）
と
い
う
和
歌
を
暗

示
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
の
方
か
ら
男
の
も
と
へ
通
っ
た
こ
と
ｌ
神
女
が

自
ら
進
ん
で
楚
王
と
関
係
を
持
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
和
歌
⑭
「
別

れ
も
や
ら
ぬ
横
雲
の
空
」
と
あ
る
の
は
、
「
後
朝
」
の
別
れ
に
名
残
惜
し
く

思
う
亜
山
の
神
女
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
雲
を
「
と
ど
め
ば
や
」
と
す
る
楚

王
の
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
原
典
で
は
楚
王
や
神
女
の
心
情
に
は
触
れ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
為
家
の
和
歌
は
踏
み
込
ん
で
詠
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
和
歌
⑭
「
横
雲
の
空
」
は
、
同
じ
く
「
駆
山
の
夢
」
が
踏
ま
え
ら

れ
て
い
る
定
家
の
和
歌
「
春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
峰
に
わ
か
る

る
横
雲
の
空
」
（
新
古
今
集
・
春
上
・
三
八
）
に
拠
る
表
現
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
横
雲
の
空
」
を
詠
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
亜
山
の
夢
」
を
踏
ま

え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
和
歌
⑳
⑳
で
は
連
続
す
る
題
の
景
物
が
同
時

に
詠
ま
れ
て
い
る
漢
詩
句
を
利
用
し
、
和
歌
⑬
⑭
で
は
連
続
す
る
題
の
恋

の
進
行
状
況
に
合
う
故
事
が
選
ば
れ
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
原
典
（
漢
籍
）

を
踏
ま
え
た
和
歌
を
媒
介
に
し
て
、
漢
籍
の
世
界
を
表
現
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
首
に
渡
っ
て
の
本
説
取
り
は
、
漢
籍

（
５
）

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
物
語
摂
取
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

5０

つ
る
か
な

（
北
野
那
初
逢
恋
）

⑭
と
ど
め
ば
や
我
や
ゆ
か
む
と
や
す
ら
ひ
て
別
れ
も
や
ら
ぬ
横
雲
の
空

（
北
野
砺
後
朝
）

和
歌
⑳
⑭
は
、
「
北
野
社
百
首
」
の
恋
部
で
連
続
す
る
「
初
逢
恋
」
「
後

朝
」
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
、
「
文

選
」
巻
十
九
の
宋
玉
「
高
唐
賦
」
の
序
に
記
さ
れ
て
い
る
話
、
い
わ
ゆ
る

「
亜
山
の
夢
」
「
楚
王
の
夢
」
「
皿
山
の
雲
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
故
事
で
あ

る
。
「
疋
山
の
夢
」
と
い
う
話
は
、
楚
の
懐
王
が
昼
寝
を
し
た
際
に
見
た
夢

の
中
で
、
神
女
が
現
れ
て
「
妾
は
亜
山
の
女
な
り
。
高
唐
の
客
為
り
。
君

の
高
唐
に
遊
ぶ
を
聞
く
。
願
は
く
は
枕
席
を
薦
め
ん
」
と
言
い
、
王
は
神

女
と
同
裳
し
、
別
れ
際
に
「
妾
は
亜
山
の
陽
、
高
丘
の
阻
に
在
り
。
旦
に

朝
雲
と
為
り
、
暮
に
行
雨
と
為
る
。
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
の
下
に
あ
り
」
と

言
っ
て
神
女
は
去
り
、
朝
に
な
っ
て
王
が
亜
山
を
見
る
と
そ
の
通
り
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
和
歌
⑬
を
見
て
み
る
と
、
「
う
た

た
れ
の
夢
」
は
「
昼
寝
の
夢
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
「
う
つ
っ
と

も
な
く
逢
ひ
見
つ
る
」
と
し
て
現
実
と
も
な
く
夢
の
逢
瀬
で
あ
っ
た
い
う

「
初
め
て
逢
ふ
恋
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
夢
で
神
女
と
初
め
て
逢
瀬

を
交
わ
し
た
楚
王
の
心
情
と
重
な
り
合
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

和
歌
⑬
「
夢
か
」
「
う
っ
っ
」
と
和
歌
⑭
「
我
や
ゆ
か
む
」
と
い
う
表
現
に

よ
り
、
「
君
や
来
し
我
や
ゆ
き
け
む
お
も
ほ
え
ず
夢
か
う
っ
っ
か
寝
て
か
醒



堀
河
題
の
順
序
を
利
用
し
た
本
説
取
り
で
あ
る
。

お
わ
り
に

（
６
）

れ
て
い
た
が
、
「
為
家
七
社
百
首
」
の
場
合
で
は
む
し
ろ
「
春
日
社
百
首
」

に
は
一
番
少
な
く
、
「
北
野
社
百
首
」
に
漢
詩
句
を
本
説
と
す
る
和
歌
が
多

い
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
上
、
白
詩
（
売
炭
翁
）
の
摂
取
や
特
殊
な
詠
法
（
工

山
の
夢
）
の
和
歌
も
詠
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
野
社
の
祭
神
が

菅
原
道
真
で
あ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
道
真
が
白
詩

を
好
ん
で
「
菅
家
文
草
」
「
菅
家
後
集
」
を
編
む
ほ
ど
に
漢
籍
に
梢
通
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
慈
円
勧
進
の
「
文
集

百
首
」
（
北
野
社
奉
納
）
に
お
い
て
、
白
詩
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
詩
句
を
句

題
に
し
て
和
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
と
同
じ
理
由
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
は
神

へ
の
法
楽
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

［
注
］

（
１
）
以
下
の
和
歌
お
よ
び
「
和
漢
朗
詠
集
」
「
新
撰
朗
詠
集
」
の
本
文
に

つ
い
て
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
り
、
和
歌
の
末
尾
に
は
新
編
国
歌

大
観
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
「
玉
台
新
詠
」
は
「
玉
台
新
詠
集
上
」

岩
波
書
店
・
一
九
五
三
年
）
、
「
文
選
」
は
「
和
刻
本
文
選
第
一
巻
～
三

巻
」
（
汲
古
書
院
・
一
九
七
四
～
七
五
年
）
に
拠
り
、
「
新
釈
漢
文
体

系
文
選
」
（
明
治
書
院
）
を
参
照
し
た
。
「
菅
家
文
草
」
は
「
日
本
古
典

文
学
大
系
」
（
岩
波
普
店
・
一
九
六
六
年
）
、
そ
の
他
の
漢
文
お
よ
び
訓

読
文
は
「
新
釈
漢
文
体
系
」
（
明
治
書
院
）
、
「
国
訳
漢
文
大
成
」
「
続
国

5１

「
七
社
百
首
」
に
お
い
て
本
説
と
な
っ
た
も
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
摂

取
さ
れ
た
前
例
が
あ
り
、
新
た
に
開
拓
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
試
み
は
見

ら
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
中
世
和
歌
に
お
け
る
漢
籍
摂
取
の
時
代
的
傾

向
に
よ
る
詠
作
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
表
現
を
学
ん
で
き
た
結
果
と
も
言

え
る
。
そ
の
摂
取
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
漢
語
を
和
訓
に
し
て
詠
み
入
れ

た
も
の
、
漢
籍
表
現
に
万
葉
語
も
取
り
入
れ
た
も
の
、
詩
文
全
体
の
世
界

観
を
踏
ま
え
た
も
の
、
連
続
す
る
二
首
で
一
つ
の
漢
籍
文
の
世
界
を
表
現

し
た
も
の
な
ど
、
一
般
的
な
摂
取
方
法
か
ら
特
殊
な
詠
法
ま
で
様
々
な
詠

作
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
摂
取
態
度
に
つ
い
て
は
原
典
だ
け
で

は
な
く
そ
れ
を
摂
取
し
た
和
歌
も
踏
ま
え
て
お
り
、
見
識
の
広
さ
を
も
窺

わ
せ
る
。
ま
た
、
「
伊
勢
社
百
首
」
の
君
徳
に
関
す
る
表
現
や
、
「
石
清
水

百
首
」
の
仏
教
用
語
の
訓
読
語
を
詠
み
入
れ
る
な
ど
、
奉
納
先
（
神
社
）

を
意
識
し
た
表
現
も
漢
籍
影
響
歌
の
中
で
も
見
ら
れ
た
。

漢
籍
影
響
歌
は
各
百
首
の
全
体
に
渡
っ
て
お
り
、
百
首
歌
を
構
成
す
る

一
要
素
に
な
っ
て
い
る
。
「
俊
成
五
社
百
首
」
の
場
合
で
は
「
春
日
社
百

首
」
に
お
い
て
漢
籍
影
響
歌
（
特
殊
な
詠
法
）
が
意
識
的
に
詠
み
入
れ
ら



稿
で
の
引
用
の
際
に
は
、
適
一

表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
３
）
「
寺
社
縁
起
』
岩
波
瞥
店
・
一
九
七
五
年

（
４
）
「
東
屋
の
ひ
さ
し
と
聞
け
ば
い
た
づ
ら
に
後
の
あ
ふ
ひ
に
な
り
ぞ
し

ぬ
べ
き
」
（
北
野
皿
葵
）
「
ち
は
や
ぶ
る
神
の
荒
垣
白
妙
に
ゆ
ふ
か
け
わ

た
す
卯
花
の
頃
」
（
伊
勢
鵬
卯
花
）
「
進
田
の
鶴
の
毛
衣
万
世
の
た
め
し

は
君
に
し
く
も
の
ぞ
な
き
」
（
賀
茂
捌
鶴
）
「
遥
か
な
る
田
中
の
井
戸
を

た
よ
り
と
て
住
む
ら
ん
人
の
心
を
ぞ
く
む
」
（
春
日
伽
田
家
）

（
５
）
「
伊
勢
社
百
首
」
恋
部
の
連
続
す
る
「
旅
恋
」
「
思
ひ
」
題
に
、
「
八よ

橋
の
昔
の
跡
の
杜
若
同
じ
心
に
恋
ひ
わ
た
る
か
な
」
（
伊
勢
珊
旅
恋
）
「
世

つ

‐
Ｉ

と
と
も
に
積
も
る
田
心
ひ
と
し
ら
せ
ば
や
富
士
の
高
嶺
の
雪
も
煙
も
」
（
伊

勢
剛
思
）
と
あ
り
、
「
伊
勢
物
語
」
九
段
「
東
下
り
」
を
想
定
し
て
詠
ま

（
２
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
十
二
巻
」
（
吉
川
弘
文
堂
・
一
九
六
五
年
）

に
拠
り
、
私
に
送
り
仮
名
を
付
し
た
り
や
訓
読
を
行
っ
た
り
し
て
表
記

勢
剛
思
）
と
あ
り
、
「
伊
勢
一

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

を
改
め
て
い
る
。

（
６
）
拙
稿
「
俊
成
五
社
百
首
に
お
け
↓

究
」
第
百
八
号
．
二
○
一
四
年
六
月
）

訳
漢
文
大
成
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
）
を
参
考
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

稿
で
の
引
用
の
際
に
は
、
適
宜
漢
字
を
当
て
た
り
訓
点
を
省
い
た
り
、

「
俊
成
五
社
百
首
に
お
け
る
漢
籍
の
影
騨
」
（
「
和
歌
文
学
研

（
ふ
く
ど
め
た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
講
師
）
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